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0.は じめ に

談話 の理解 につ い ては様 々 な知 識が 関係 して い るこ とが知 られ て い る。 本稿 では、談

話 、特 に文章 の理 解 に当 た って、 様 々 な知識 が どの よ うに関 係 し、何 が どの よ うに処理

され 記憶 され てゆ くのか につ いて、ハ リデ ー とハ サ ン(Halliday&Hasan,1976)に

代表 され る結束性(cohesion)を 詳細 に検 討 し、他 方 では我 々の 認知過 程 に側 した モデ ル

を追 究 す るこ とで理 解 を深め てゆ きた い。 戸 田、他(1986)p.170に よれ ば、 言語理解 過

程 の全体像 は図1の 様 にな る とされて い る。す なわ ち、「長 期的 記憶 領域 の中 に保持 され

た知 識 デー ター を使 いなが ら、外部 か らの言語 人 力が さ まざ まな内部 表現 に変換 され て

い く、 つ ま り"理 解"に 相当 す る処理 が作 業領域 の 中で行 われ る過程 と考 え られ る。」と

してい る。

我 々の 目的 は、 こ ういった言語 人 力や 内部 表現(続 語 構造 表現 、意味 構造 表現 、認知

図1.言 語理解過程の全体模型像
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談話の理解 と記憶について

表 現等)が 記憶 とどの よ うに関 係 して単文 を超 えた レベ ル、 す なわ ち、談 話や文 章 の理

解 が進 め られ て ゆ くのか を明 らか にす る こ とにあ る。

1節 では 、単文 を超 えた理 解 につ いてHalliday&Hassan(1976)の 英 語 の結 束性 に

つ いて の研 究及 び、 田 中(1979)に よ る談 話の理 解 と記 憶の モデル 、 いわ ゆ る"記 憶 の

3.5階 層モ デル"を 概 観 す る。 第2節 で は"記 憶 の3.5階 層 モデ ル"で は説明 し きれ な い
　 む の 　 　

言語 事 実(例 えば 、代 用substitution、 や 省略ellipsis、 「前 者 は… 、後 者 は」や 「右 まず

お礼 まで。」とい うよ うな表現)を 挙 げ、 よ り我 々の言 語 に関す る認知 過 程 に近 い モデ ル

を考 えて ゆ く。

1.単 文 を超 えた理解

1.1.糸 吉束'1生

岩 波情報 科 学辞典 に よれば結 束性 は次の よ うに定義 され てい る。

結 束性(テ キ ス トの)cohesion

談話 や テ キ ス トを有機 的 に統 合す る結 合 の論 理 をい う。 結束 性 を保証 す る手掛 りは 、

形 式的 な連 結性 と意味 的 な首 尾一 貫 性に区分 され る。 これ らの 言語 の形 式面 、意 味

側 面 を特 徴づ け られ る結 合 の論理 に よって、一一見 した ところ省略 や 飛躍 に満 ちた談

話 や テ キス トに整合性 が与 えられ る。

ここで取 り挙 げ るHalliday&Hassanの 言 うcohesionは 、上 記 の 内、連結 性(con-

nectivity)す な わち、 形式 的 なつ なが りを主 に取 扱 った もの で あ り、 用語 的、概 念的 に

未分化 で あ る と言 えよ う。 混乱 を さけ るた め に、「コヒー ジ ョン」と して以 下概 観す るこ

とにす る。

Halliday&Hassanに お い て コ ヒー ジ ョン を担 う言 語手段 と して取挙 げ られ て い る

の は、指 示 表 現(reference)、 代 用 表 現(substitution)、 省 略(ellipsis)、 接 続 表 現

(conjunction)、 辞書 的 コ ヒー ジ ョン(lexicalcohesion)で ある。 これ らが保 証 す る範

囲 での意 味 的つ なが りを持 つ もの と して テ キ ス トを とらえ、分析 して い るの で あ り、前

述 の結束 性 の定義 にお け る連 結性 に対 す る首尾 一貫 性(coherence)よ り広義 の知 識

に よる意味 の関連 性(因 果 関係 、連 想 関係 、全体 と部 分、上 位概 念や 下 位概 念 に もとつ

く意味 関係 等)と は一 線 を画す る もの で あ る。 また、英語 につ いて の コ ヒー ジ ョンが

論 じられ てい るの で あるが 、同様 の 言語 手段 が他 の言 語 で も観 察 され てい るの で あ り、

こ こで言 うコ ヒー ジ ョンに関す る限 り普 遍性 を持 った議 論 として とらえて よい と思 われ

る。

まず、指 示 表現 は、 それ 自身で は意味 内容 を持 た ず、解釈 に 当た っては指 示対 象 を他

に求 め なけれ ば な らない よ うな もの で あ る。 英語 で は 人称 、指 示 、比 較の 指示 表現 が あ

る。 そ して、 次 の三例 が 、各 々の場 合 の例 と して挙 げ られ てい る。(p.31)
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(1)(a)Threeblindmice,threebrindmice.Seehowtheyrun!Seehowthey

run!

(b)DoctorFosterwenttoGloucesterinashowerofrain.Hesteppedin

apuddlerightuptohismiddleandneverwentthereagain,

(c)Thereweretwowrensuponatree.Anothercame,andtherewere

three.

(a)で はtheyはthreeblindmiceを 指 し 、(b)で はthereはGloucesterを 指 し 、(c)で は

anotherがwrensを 指 す 。 こ の 例 の よ う に テ キ ス ト内 に 指 示 対 象 が あ る 場 合(endophor-

a)の 他 に 、 状 況 指 示 的 な 場 合(exophora)が あ る 。

次 に 代 用 表 現 及 び 省 略 に つ い て 、Halliday&Hasanで は 指 示 表 現 と比 較 し て 次 の よ

う に 述 べ(p.89)、 指 示 表 現 が 意 味 の 関 係 で あ る の に 対 し 、 代 用 表 現 や 省 略 は 文 法 の 関 係

で あ る こ と を 強 調 し て い る 。 こ の こ と は 、 談 話 の 理 解 と 記 憶 に つ い て の こ れ ま で の モ デ

ル へ の 反 論 の 一 つ の 証 拠 と な る 、 す な わ ち 、 意 味 へ の 還 元 に の み 重 点、を 置 くモ デ ル を 否

定 す る 一 要 因 と な っ て ゆ くの で あ る が 第2節 で 詳 し く論 ず る こ と に す る 。

Theprincipledistinguishingreferencefromsubstitutionisreasonablyclear.

Substitutionisarelationbetweenlinguisticitems,suchaswordsorphrases;

whereasreferenceisarelationbetweenmeanings.Intermsofthelinguistic

system,referenceisarelationonthesematiclevel,whereassubstitutionisa

relationonthelexicogrammticallevel,thelevelofgrammarandvocaburaly,or

linguistic`form'.Ellipsis,aswehavealreadyremarked,isinthisrespect

simplyakindofsubstitution;itcanbedefinedassubstitutionbyzero.Sowe

have:

乃 勿(ヅ 磁 θs勿θ γ6㈱oη!L初9π 醜6伽 θ1」

ReferenceSemantic

Substitution(includingEllipsis)Grammatical

代 用 表 現 に つ い て は(2)に 挙 げ た 例 が 示 さ れ て い る 。(p.89)

(2)(a)Myaxeistooblunt.Imuntgetasharperone.

(b)YouthinkJoanalreadyknowsP-Ithinkeverybodydoes.

oneとdoesが 代 用 表 現 で あ り 、oneはaxeの 、doseはknowsの 代 用 表 現 と な っ て い

る 。 省 略 は 上 記 の 引 用 文 に あ る よ う に 、 ゼ ロ の 代 用 表 現 と し て と ら え ら れ て お り、(3)に

示 す 例 が 挙 げ ら れ て い る 。(P.143)

(3)(a)Joanbroughtsomecarnations,andCatherinesomesweetpeas.

(b)Wou}dyouliketohearanotherversePIknowtwelvemore.

(3>(a)で は 二 番 目 の 節 がCatherinebroughtsomesweetpeas.と 解 釈 さ れ 、(3)(b)で は
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twelvemoreの 後 にversesが 補 わ れ る 。

接 続 表 現 は 指 示 表 現 、 代 用 表 現 、 省 略 と は コ ヒ ー ジ ョ ン の あ り方 が 異 な り 、 談 話 や テ

キ ス トに 照 応 関 係 を 持 つ も の で は 無 い 。 つ ま り 、 構 造 的 に は 関 係 づ け ら れ て い な い 言 語

要 素 を 関 係 づ け る 機 能 を 持 つ 。そ し て 、(4)の よ う にadditive、adversative、causa1、tempo-

ralに 分 類 さ れ る と し て い る 。(P.238)

(4)Forthewholedayheclimedupthesteepmountainside,almostwithout

stOPPlng,

(a)Andinallthistimehemetnoone.(additive)

(b)Yethewashardlyawareofbeingtired。(adversative)

(c)Sobynighttimethevalleywasfarbelowhim.(causal)

(d)Then,asdusktell,hesatdowntorest.(temporal)

辞 書 的 コ ヒ ー ジ ョ ン は 、 語 彙 の 関 係 に よ っ て コ ヒ ー ジ ョ ン を 保 証 す る も の で あ る 。(5)

に 挙 げ た 例 が 示 さ れ て い る 。 〔p.278)

(5)(a)Therewasalargemushroomgrowingnearher,aboutthesameheight

asherself;and,whentheshehadlookedunderit,itoccuredtoherthat

shemightaswelllookandseewhatwasonthetopofit,

Shestretchedherselfupontiptoe,andpeepedovertheedgeofthe

mushroom,…

(b)Accordingly…Itookleave,andturnedtotheascentofthepeak,

Theclimbisperfectlyeasy…

(c)ThenquicklyroseSirBedivere,andran,

Andleapingdowntheridgeslightly,plung'd

Amongthebulrushbeds,andclutch'dthesword

AndlightlywheePdandthrewit.Thegreatbrand

Madelight'ningsinthesplendourofthemoom…

(d)Henry'sboughthimselfanewJaguar.Hepracticallylivesillthecar.

(a)で は 同 語 反 復 が あ る 、 す な わ ちmushroomは 先 行 のmushroomを 指 す 。(b>で は 、

climbが 先 行 のascentを 指 し 、同 意 語 の 関 係 で あ る 。(c)で はbrandが 先 行 のswordを 指

し 、 同 意 語 に 近 い 関 係 に あ る 。(d)で はcarが 先 行 のJaguarを 指 し 、 こ の 場 合carはJag-

uarの 上 位 概 念 で あ る 、 す な わ ち よ り 包 括 的 な 概 念 で あ る と さ れ て い る 。

1.2.談 話 の理解 と記憶 の モデ ル

戸 田、他(1986)で は談 話 の理解 と記憶 の ための一般 的 な記憶 モデ ル として田中(1979)

にあ る3.5階 層 モデ ル を取 り挙げ て い る。図2に ある よ うに4つ の概 念的 カテゴ リー か ら
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談 話 の理 解 と記 憶 につ い て

図2.記 憶 の3.5階 層 モ デ ル(田 中1979)(p.210) (和訳は桃 内による)

短 期 記 憶(ST,Short-TernMemory)

媒 介 記 憶 潜 在 媒 介 記 憶

(MT,Mediate・TermMemory)(IMT,ImplicitMediateTermMemory)

長 期 記 憶(LT,Long-TermMemory)

な るモデル で、MTとIMTの 境 界が定 ま らない こ とが 多い ため に この よ うに呼 ばれ て

い る。

各 々の カテ ゴ リー は次 の よ うに説 明 されて い る。(p.211、p.212>

i.短 期 記憶(ST):STは 聞 いた(読 ん だ)文 を一 時的 に記憶 す る容 量最 小 の記憶 部

で あ る。 聞 い た原文 に近 い形 、 もし くは 原文 その もの を保持 してお く部 分 で あ る。

新 しい文 が 入 力 され る と、以前 のSTの 内容 はほ ぼ完 全 に新 しい もの にお きか え

られて しま う。

ii.媒 介記 憶(MT)と 潜 在媒 介 記憶(IMT):現 在 の談話 内容 を記 憶 す る部分 がMT

とIMTで あ る。MTは 談 話 の 中で直接 名指 しされた概 念 、ある いは それ らの い く

つ か が組 織 化 され た よ うな、談話 の 直接 的 な内容 を記 憶 して お く部 分 で あ る。 そ

の内容 は新 しい文 の 入力 とと もに動 的 に変化 してゆ く性質 を持 って い る。

iii.長 期記憶(LT):LTは われ われ が過 去 の経験 か ら習 得 した さ ま ざ まな組織 化 さ

れ た知 織 が保 存 され て いる部 分 で 、 多 くの常 識 的知識 を含め文 理解 のため に不 可

欠 なフ レー ム的、 さ らに一般 的 に言 って スキー マ的知 識 が こ こに存在 して い る も

の と仮定 され る。

そ して、IMTに は 直接 言及 され話 題 化 され た ものか ら推論 な どに よ り間接 的 に派 生 、

生 成 され た もの を所 属 させ る こ とにな る とされ て いる。

例 えば 、1.1.に 挙 げた(5)(d)を再 度検 討 し、理 解 と記 憶 の関係 を示 す と、以下 の よ うに

な ろ う。

(5)'(d)Henry'sboughthimselfα η6ω ノ㎏ 凸観7.Hepracticallylivesin〃z660γ.

す なわ ち、Jagureと い う語 を聞 くと、LTのJaguarフ レー ムの コピーがMTに 作 られ

る。一方 で はIMTに 前文 を聞 くこ とで様 々 な仮 説 的推論 、例 えば「ヘ ン リー は その新 車

を大切 に してい る。」等 々が派 生 され る。そ して後 文 を聞 くと、Jaguarフ レー ム にそれ が

車 で あ る とい うこ とが与 え られ て い る と考 え られ るの で 、MT上 の その 情 報 を利 用 し

て、thecarがanewJaguarを 指 示 してい る もの と理 解 で きる。 そ してIMT上 に前 述

の よ うな仮説 的推 論 が あ る場 合 、矛盾 の無 い談 話 と して とらえ られ るの で あ る。
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以上 、記憶 の3.5階 層 モデ ル につ いて概 観 した。 この モデ ル を見 た時 、`言 葉 の比 重が

軽 い、 つ ま り、ほ とん ど短期 記憶 に限 られ るこ とに不 満 を感 じる言 語学 者 は 多いの では

ないだ ろ うか。理 解=内 容 は まだ しも、記 憶=内 容 とい わんば か りの分 析 には不 満 を感

じるこ とを禁 じ得 ない。Halliday&Hassanに あ った よ うな言語 の 詳細 な観 察 に反証 の

手 懸 りは無 い もの だろ うか。2節 で は こ ういっ た点 につ いて論 じ、階 層 モ デ ルに対 し、

多重 階 層モ デル を提 唱す る。

2.階 層 モデ ルvs.多 重 階 層 モ デ ル

2.1.記 憶 の3.5階 層 モデ ルへ の 反論

記憶 の3.5階 層 モデ ル は、記憶 とい う多分 に物 理 的 な現 象 と、言 語 の解析 過程 とを結 び

っ け よ うと し、言 語の 解析過 程 を検 証 可能 な ものへ と近づ けた事 に大 きな意義 が あ る。

しか し、 図1に 示 した言語理 解 過程 の 全体像 を思 い返 す 時、短 絡 的 に過 ぎる側 面 が ある

こ とに気づ く。 す な わ ち、時 間、空 間 的 に一 次元 的構 造 を持つ 言語 入力 を統 語構 造 表現 、

意 味構 造表 現 、認知 表現 等 の 多次元 的構 造 に作 りあげ てゆ く言語理 解過 程 の 内、統 語構

造 表現 や一一部 の意味 構造 表現 は短期 記憶 に関 係づ け られ 、意味 構造 の 一部 と認知 表現 は

媒 介記憶 、 ひいて は長期 記憶 へ結 びつ け られ て い る よ うで あ るが 、は た して それで よい

の か とい うこ とで あ る。 記憶 に短期 の もの、 長期 の もの 、 その 中 間の もの が あ るこ とは 、

心理 学 的 、脳生 理学 的 に も実 証 され て い る。 他方 、 われ われの 言語理 解 が様 々な 多次 元

的 内部 表現 の生 成 あ るいは 回復 で あ るこ とは内 省的 に も納 得の ゆ くこ とで あ る。 この 二

つ の こ とを、 よ り心理 的 実在 性 を持 ち、 言語事 実 に側 した形で結 びつ けて 考 えてみ た い。

人間 の情報 処理 や 記憶 には言語 的 、命題 的 な もの以 外 に、言語 発 明以 前 に主流 で あ っ

た と考 えられ る、連 続的 で量 的 なアナ ロ グ的 、 イ メー ジ的 な ものが知 られ てい るが(戸

田、他)、 このア ナ ロ グ的 、イ メー ジ的情 報処理 が、言語 理解 の過 程 で も関係 してい るの

で は無 いか。 そ して この アナ ロ グ的 、 イ メー ジ的 内部表 現 も含 め、 言語 入 力か ら得 られ

る内部表 現 各 々に記憶 の階 層 が認 め られ るの では無 いか。 この二 点 を我 々は ここで主 張

し、議 論 してゆ きたい。

2.1.1.ま ず、 各 内部 表現 ご とに記憶 が な され るこ と、す なわ ち、"内 容"と して とらえ

られ る認知 表 現 以外 の内部 構造 も短 期記 憶 的 カテ ゴ リー 以外 の カ テ ゴ リー に属す るこ と

をHalliday&Hassanの 観 察 をふ り返 って考 えてゆ く。1.1.で 述 べ た よ うに、 コ ヒー

ジ ョンを担 う手段 として 、指示 表現 、代 用 表現 、 省略 、接 続 表現 、辞 書的 コヒー ジ ョン

が取 り挙 げ られ て いたが 、 これ らが どの内部 表現 に直接 的 に反映 され 、談 話理 解 にか か

わ って ゆ くの か分析 し、記憶 の階層 が 多重 的 に機 能 して い る こ とを示 す。

これ ら六 つ の コヒー ジ ョンの内、指 示 表現 、接 続表 現 、辞書 的 コ ヒー ジ ョンは、 図1

に示 され た 内部 表現 の 内、 認知 表現 にか か わ る もの と考 え られ る。 例 えば 、(D(a)に 例示

6
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され た指示 表現 を考 えてみ る。

(1)'(a)Threebrind〃z此6,threebrind〃z露6.

Seehow漉6ツrun!Seehow漉 のrun!

前文 の"mice"と い う語 に よって 、LT上 の`miceフ レー ム'がMTに 映 され る。 そ し

て、theyがmiceを 指 示す るこ とに よ り、同 フ レー ムが受 け継 が れ る こ とに な る。言 うま

で もな いが 、フ レー ムは認知 表現 にか かわ る概 念で あ る。

接続 表現 につ いて も〈4)の(a)～(d)に例示 した よ うに、世 界知 識 や実 用論(語 用論)的 知

識(い ず れ もLTに 属 す る)に もとつ いて 、前後 の文 を連 結 す る機 能 を持 ち、認知 表現

に関係 す る もの と考 え られ る。辞 書 的 コヒー ジ ョンにつ い ては、1.2の 記憶 の3.5階 層 モ

デル で例 示 した説 明 した通 り、 フ レー ム的知 識 に もとつ い た認知 表現 に かか わ る もの と

位 置づ ける こ とが で きる。

で は残 され た代 用表現 や 省略 は ど うで あろ うか。結 論 的 には、 認知 表現 に まで環 元 さ

れ ない段 階 、す なわ ち、言 語知 識 に もとつ いて処 理 され た統語 表現 や 意味 表現 の レベ ル

で記憶 され 、談 話 的 処理 が な され る もの と考 え られ る。 この こ とは、1.1.で 引 用 した

Halliday&Hassanの 指示 表現 と代 用表 現 、省略 につ いての観 察 に もす で に示 されて い

た。す なわ ち指 示表 現 は`semanics'に 、代 用表現 や 省略 は`gramar'に 属す る もの と とら

え られて い たので あ る。 この場 合 、`semantics'と は われ われ の考 えてい る認知 表現 を含

め た もの と考 え て よいで あ ろ うし、`grammar'は 統語 表現 を中心 と した レベ ル と考 えて

さ しつ か え無 い であ ろ う。

次 に(2)(a)、(b)に 示 され た代 用表現 の 例 及び(3)(a)、(b)、 に示 した省略 の例 の 簡略 な統語

構 造 を示 し、 それ らの談 話 的理 解 と記憶 の階 層 との 関係 を明 らか にす る。 代 用表現 の 例

の統語 構 造 は(2)'の よ うにな ろ う。

(2)1(a)〔s〔NPmyaxe〕 〔vPistooblunt〕 〕

〔s〔NPI〕〔vPmustget〔NPasharperone〕 〕〕

(b)〔s1〔NPyou〕 〔vPthink〔s2〔NPJoan〕 〔vPalreadyknows〕 〕〕〕

〔s1〔NPI〕〔vPthink〔s2〔NPeverybody〕 〔vPdose〕〕〕〕

(2)'(a)の場 合 、前文 の構造 がMTに コピー され、後文 の代 用表 現oneの 要 素 をLT内 の

統 語論 的知 識 に よ り、前文 のNP内 にあ るaxeに もとめ るこ とに なる。(2)'(b)でも、前文

の構 造 がMTに コピー され、 後文 の代 用 表 現doesの 要 素 を 同様 に前 文 のS2内 にあ る

knowsに も とめ る こ とに な る。 また省略表 現 は(3)'の よ うに なろ う。

(3)'(a>〔s〔NPJoan〕 〔vPbrought〔NPsomecarnations〕 〕〕

and〔s〔NPCatherine〕 〔vPφ〔NPsomesweetpeas〕 〕〕

この場 合 、前文 の構 造 がMTに コピー され 、後文 の空 の要素 をLT内 の統語 論 的知 識

に よ り、前文 のVP内 に あ るbroughtに も とめ る こ とにな る。 また、解析 され た統 語構
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造 が 既 習 の も で な い 場 合(例 え ば 、 言 語 習 得 時 の 子 供 や 外 国 語 学 習 者)、 統 語 的 知 識 と し

てLTに 組 み 込 ま れ て ゆ く で あ ろ う こ と は 言 う ま で も な い 。

こ の よ う に 、 各 内 部 表 現 が 多 重 的 に 記 憶 の 階 層 を 経 て 談 話 の 理 解 が な さ れ る わ け で あ

り 、 特 に 代 用 表 現 や 省 略 は こ れ ま で 記 憶 、に つ い て 取 り挙 げ ら れ る こ と の 無 か っ た 統 語 構

造 が 、 談 話 理 解 と記 憶 に 深 く関 係 し て い る こ と を 実 証 す る も の と し て 注 目 さ れ る 。

2.1.2.次 に 、 談 話 の 理 解 に 当 た っ て 、 ア ナ ロ グ 的 、 イ メ ー ジ 的 情 報 処 理 に 一基づ く 内 部

表 現 が こ れ ま で 考 え ら れ て き た 統 語 表 現 、 意 味 表 現 、 認 知 表 現 以 外 に 深 く関 与 し て い る

の で は な い か と 言 う 点、き つ い て 議 論 を 進 め て ゆ く。 ま ず 、(7)の 例 を 観 察 さ れ た い 。

(7)(a)… …Inanattempttoorganizethepossibleanswers,IproposetoPutthem

〔progressinmathematics〕intothreeclasses:concepts,explosions,alld

developments.

Thefirstclassconsistsofnewconcepts.ByallexplosiollI

meanapeaceofmathematicalprogress… ….

Thethirdproposedclassconsistsofthedeepandinsomecaseseven

breathtakingdevelopments… ….〔P.R.Halmos(1990)猛!∫-Pア ηg1ぞ∬ 〆〃

.ル1α!ぬ6〃Zαガ6∫SJOZ{ナ64∠)(ヲ 尻ワ2P〕

(b)It〔theIDEATIONALcomponent〕hastwopartstoit,theexperielltal

andthelogical,theformerbeingmoredirectlycollcerelld"・iththe

representationofexperience,ofthe`colltextofculture'illIMalinowskゴs

term,whilethelatterexpressestheabstractlogicalrelationswhichderive

onlyindirectlyfromexperience.〔Holliday&Hassanp.26よ り 〕

こ の 二 っ の 談 話 の 結 束 性 を 保 証 し て い る 要 素 を 抽 出 す れ ば(7)1の よ う に な る 。

(7)'(a)[璽]:… …threeclasses:concept,explosion,anddeveropments,

[珂:Thefirstclass… …

[亙:Byanexplosion… …

[文4]:Thethirdproposedclass.

(b)[如]:… …twopartstoit,theexperientalandthelogica1,

[文2]:theformer… …,

[文3]:whilethelatatter… ….

こ れ ま で の 結 束 性 に つ い て の 議 論 に 従 え ば 、(7)'(a)で は[重]のexplosi(mと[璽]の

explosionが 同 一一語 句 、す な わ ち 辞 書 的 コ ヒ ー ジ ョ ン と し て 、ま た(7>'(b)で はwhileが 接 続

表 現 と し て 談 話 の 連 結 性 を 保 証 し て い る 。 し か し 、 こ の よ う な 要 素 よ り、 よ り 強 力 に 結

束 性 を 保 証 す る 手 段 が 使 わ れ て い る こ と は 、 だ れ の 目 に も 明 ら か で あ ろ う。 す な わ ち(7∫

(a)で は[璽]に 一一 次 元 的 に 配 列 さ れ た3つ のclass(concept、explosion、developmellts
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をその配 列順 序 を示 す こ と([璽]Thefirst、[璽]Thethird)に よって指 示 して い るの

で あ り、(7)'(b)で も[璽]に 一次 元的 に配 列 され た2つ のpart(theexperiental、thelogi-

cal)を その 配列 の前 後関係 を示す こ と(匝]theformer、[麺]thelatter)に よ って指

示 してい る。

この 二 つの談 話 の結 束性 につ いて の分析 に よ り、談話 の理 解 と記憶 につ いて、 次の よ

うな過 程 が考 え られ る。 す なわ ち、聴 覚や 視覚(書 か れ た物 の場 合)に よって とらえ ら

れ た一 次 元的 入 力文 その ものが アナ ログ的、イメー ジ的内部 表現 としてMTに コピー さ

れ、次 の 入力文 、 ひ いて は談 話 の理解 に結 びつ いて ゆ くと考 え られ るの で あ る。 例 えば 、

(7)(a)にお い ては 、匝 に酉己列 され たconcept、explosion、developmentが その配 列 の ま

まMTに コピー され 、[璽]や[璽]で その配 列順 序 を示 す こ とに よ り、談 話 の理解 が な さ

れ るわ けで あ る。(7)(b)に おい て も匝]に 配列 され たtheexperienta1、thelogicalが そ

の配 列 の ま まMTに コピー され、[文2][璽]で その配 列順 序 を示す こ とだ けで、談 話理 解

が進 め られ るわ けで あ る。

日本語 にお いて もこの よ うな結 束性 を保 証す る手段 はあ る。例 えば 、

(8)(a)「 前 者… …後 者… …」

(b)「 上 記」 及 び 「下 記 」

(c)「 前 述」 及 び 「後 述 」

(d)「 右 まず お礼 まで。」

等 々で ある。 また、一次 元的 入 力文 その もの が、聴 覚や 視覚 を通 じて得 られ た アナ ログ

的 イ メー ジ的 内部表 現 を通 してLTに 貯 え られ る こ とが あ るこ とは、 日常 的 経験 か ら も

事 実 と して認 め られ る。 詩歌 の 暗 唱や 、 いわゆ る 「書 」の イ メー ジ的記憶 はそ の一極 を

なす もの と考 え られ る。

以L、 談話理 解 に 当た って は、様 々な内部 表現 が 多重的 に記憶 の階 層 に コピー され る

こ とで 入力文 の処理 が され るこ と、及 び、 言語 とい え ど もその情報 処理 に当 た っては 、

アナ ロ グ的 、 イ メー ジ的 内部 表 現 が関係 して い るこ とを例証 した。 次 に以 上の 考察 をふ

ま え、記 憶 の階 層の 多重性 を反映 したモデ ル を考 えて ゆ く。

2.2.記 憶 の 多重階 層 モデ ル

2.1.で 考 察 した結 果 をふ ま え、 図1で 示 した言語理 解過 程 の全体 象 及び、図2で 示 し

た記 憶 の3.5階 層 モデル を もとに言語理 解過 程 と記憶 との関係 を ま とめ る と、図3に 示 し

た よ うな 多重階 層 モデ ルが考 え られ る。

この モデ ルが 図1に 示 した これ まで の モデ ル と異 な る点 は、作 業域 が 記憶 の階 層 に組

み込 まれ た点 、アナ ロ グ的 、 イ メー ジ的情 報処 理部 門 が組 み込 まれ た点 、言語 解 析機構

を一方 で は無 く相互 に働 く失 印 に した点 の三点 であ る。第一一点 は、記憶 の3.5階 層モ デ ル

9
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図3.言 語理解過程の 多重階層モデル
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を言語理 解過程 全体 に組 み込 んだ もの と考 えて よい。 第二点 は、話 された もの であれば

聴覚 的 に、書 かれ た もので あれば視覚 的 に とらえ られた 入力文 その ものの 、談話理 解上

での働 きを とらえた もので あ る。本 論で と り挙 げ た結 束性 を保証 す る形式 的 な ものば か

りで無 く、 見出 しや タイ トル等の談 話理 解 に与 える大 きな力 は見のが しては な らない も

ので あ る(Quirk(1988)参 照)。 第三点 は 、 どの よ うな内部 表現 も、長期 記憶 に残 され

て ゆ く可能性 が あ るのだ とい うこ とを示 してい る。 アナ ロ グ的 イ メー ジ的 内部 表現や 認

知(内 部)表 現 は 、LTに 残 され る こ とは理解 に難 くないが、 図1に は示 され ては いない

が 、統 語構 造(内 部)表 現や 意味 構造(内 部)表 現 も前 記の 内部表現 と同様 にLTに 残

され る可能 性 を持 つ と考 え られ るわけで あ る。

3.結 び

人間 の知 は、様 々 な情報 処理 方 法や それ に よ り得 られ た諸 知識 に よ って成 り立 って い

るこ とは、認 知 に関す る諸科学 に よって、近年 か な り明 らか に され て きた。 特 に、言語

は、 その よ うな知 を反映 す る もの と して、注 目され て きた。 す なわ ち、他 の生物 の それ

と比べ て格段 に高 い 人間の情 報処理 の精 度 を保 証す る もの と位 置づ け られ 、研究 され て

きたので あ る。 本稿 では、 その よ うな言語 に よって記 号化 され た ものの処理 、解 析 にお

い て も、我 々が 言語 に関す る知識 と一般 に認 め る もの以外 に、アナ ログ的 、 イメー ジ的

知 識 も含め 、様 々 な情報 処理 機構 が動 員 され 作用 して い るこ とを議論 して きた。 今後研

究 が進 め ば、 多重性 は増 々複 雑化 して ゆ くか も知 れ ない。

一lo～
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